
新型コロナウイルス感染症対策に留意した、避難所
設営訓練を実施しました。
（令和2年度避難所設営訓練の様子）

津波による避難を想定し、指定避難場所に隣接する
場所へ統合・移転しました。
（厚岸町立しんりゅう保育所）

厚岸消防庁舎を高台に移転しました。
新庁舎は、町の災害対策本部機能を備えています。
（厚岸消防庁舎）

自治会や学校を対象に、防災教育を実施しました。
（避難所運営ゲームの様子）
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津波シミュレーション
動画（YouTube）

（出典：ほっかいどうの防災教育テキスト“知識編”） ◆東日本大震災後の厚岸町の防災対策の一例◆地震から『いのち』を守る

事前に備える グラッときたら
落下物から身を守る

落ち着いて状況を
判断して次の行動へ

●建物の耐震化

●家具固定と安全スペースの確保

●家族や職場で避難方法を話し合っ
ɹておく

●避難のための備えをしておく

●机の下にもぐる（家やオフィス）

●布団や枕で頭を守る（寝室）

●あわてて外に飛び出さない

●火を止めるのは揺れがおさまって
ɹからあわてずに

●家族の状況は？

●歩いてもケガをしない？

●火災は起きていない？

●避難口は確保できる？

●津波の危険は？

事前に備える
地震発生から

津波が来るまでに 避難した後も

◆津波から『いのち』を守る

●地域の地形、避難所や高台の位置
ɹを確認する

●家族や職場、学校などで避難ルー
ɹトやルールを確認する

●要配慮者の避難方法を決めておく

●冬季を想定
ɹした準備を
ɹしておく

●高台など安全な場所に避難するɹ

●率先して避難する

●海や川を見に行かない

●避難するとき
ɹは、最大限安
ɹ全な場所へ避
ɹ難する

●津波は繰り返し来るので、警報・
ɹ注意報が解除されるまで戻らない

●2波目以降に1波目よりも大きな
ɹ津波が来る可能性がある


